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１．修士の学位
　修士の学位は本大学院の修士課程に２年以上在学し、別に定める履修科目について所定の単位を修得し、且つ修士論文
を提出して、その審査に合格した者に授与される。

　（1）修士論文の提出要件
　　①　論文の主題と研究計画書
　　　　｢論文の主題と研究計画書｣ は、大学院が定める様式に従って第２学年で作成し、指導教員の認印を得た上、定め

られた期日までに大学院課に提出しなければならない。なお、｢論文の主題と研究計画書｣ 及びそれに関連する具体
的な研究内容については、毎学年に実施される ｢修士論文の中間発表会｣ で必ず発表しなければならない。

　　②　論文の審査
　　　　論文審査が行われる前日までに、学則第35条に定められている所定単位を修得できなかった者については、たと

え、修士論文が提出されたとしても、正式に受理することなく、本人に返却する。
　　③　外国語の読解力
　　　　｢外国語の読解力｣ に関しては、英語についての検定が実施される。但し、指導教員により「外国語の読解力」が

認められた場合は、その限りではなく、英語検定を指導教員による認定に代えることができる。
　（2）修士論文の認定基準
　　修士の学位は、当該専攻科目の専門分野における深い学識と研究能力を示すものである。したがって、修士の学位を
取得するためには、以下に定める内容と基準をクリアしなければならない。

　　①　修士論文の基準
　　　　修士論文は、必ず指導教員の指導のもとで作成し、かつ、下記の基準を満たさなければならない。
　　　ア．学術論文の体裁を整えていること。また、先行研究のサーヴェイ（研究テーマについての研究史）を十分に行

うこと。
　　　イ．序論部分、本論部分と結論（結語）部分が統一性を保ち、論理的に論述され、注記と参考文献を必ずつけるこ

と。
　　　ウ．修士論文を提出する際に、｢論文要旨｣（Ａ４（40字×25行）２枚以内）を提出すること。
　　　エ．この基準を満たしていない修士論文は不合格とする。
　　　オ．修士論文の最終審査（最終試験）が実施される際において、審査委員の質問に対して、適正に答えられなかっ

た場合は、審査委員の協議により不合格とすることができる。
　　　カ．修士論文の最終審査（最終試験）が実施される際において、大幅な修正が必要と判断され、修正が求められた

場合には不合格とする。
　　②　修士論文作成上の要件
　　　ア．修士論文の分量
　　　　　修士論文の分量は40,000字以上とする。但し、表、図、式を含む。
　　　イ．修士論文はワープロで作成し、Ａ４用紙（横書）を使用する。１頁当たりの文字数は（40字×25行）1,000字

とする。
　　　ウ．修士論文は、黒の表紙カバー、内表紙、目次、本文、注記と参考文献をもって構成されるが、本文以外は論文

の分量に含まない。
　　　エ．黒の表紙カバーと内表紙には ｢修士論文の題名、指導教員の氏名、本人の学籍番号と氏名｣ を記入し、原本の内

表紙は必ず指導教員の氏名・捺印のあるものを付けなければならない。
　　③　修士論文の提出
　　　ア．提出部数は、原本１冊とその写し２冊の合計３冊とする。
　　　イ．提出締切日は、大学院便覧に掲載されている経済学研究科の学事予定を参照すること。
　　　　　提出締め切り時間を過ぎたものは、受理しない。
　　　ウ．修士論文の審査料及び製本代について
　　　　　　 修士論文の審査料（18,000円）及び製本代（１冊2,500円）は、証明書などを発行する「自動発行機」で納入

し、納入票（納入済み証明書）を修士論文と一緒に提出すること。
　　　　　　　１）製本は、１人２冊以上とする（１冊は本人用、１冊は大学院課への納本用）
　　　　　　　２） 修士論文の最終審査を通過し、合格した修士論文は、製本申し込み冊数分を複製し、別に定める期日

までに大学院課に提出すること。（製本用）

Ⅰ 学　位　〜学位取得までの過程〜令和８年度 経済学研究科学事予定
時 期 学 事

令和８年 4 月 1 日（水） 学年開始／４月入学式
4 月 2 日（木） 新入生オリエンテーション及び在学生ガイダンス
4 月 2 日（木） 春期履修指導日（修士１・２年、博士１～３年、研究生）
4 月 2 日（木） }履修登録期間（予定）　※修士は春期科目、博士は通年科目
4 月11日（土）
4 月13日（月） 春期授業開始
４月29日（水） 授業日（昭和の日）
４月30日（木） 振替休日（４月29日）
7 月３日（金） 振替休日（７月20日）
7 月４日（土） 研究計画書・研究テーマの提出締切（15：00まで、修士２年、博士1 ～3年）
7 月11日（土） 修士論文・特定課題研究論文提出締切（15：00まで）〔９月修了生〕
7 月18日（土） 修士論文・特定課題研究論文審査会（最終口述試験）〔９月修了生〕
7 月20日（月） 授業日（海の日）
7 月31日（金） 春期授業終了（８月１日（土）～７日（金）補講日）
８月８日（土） }夏季休業
9 月11日（金）
9 月12日（土） ９月修了式

9 月12日（土） 秋期履修指導日（修士１・２年、研究生）
9 月14日（月） }履修登録期間（予定）※秋期科目のみ
9 月17日（木）
9 月18日（金） 秋期授業開始
9 月19日（土） 令和９（2027）年度Ⅰ期入学試験
9 月21日（月） 授業日（敬老の日）
9 月24日（木） 振替休日（９月21日）

10月５日（月） 博士論文提出締切（15：00まで）〔３月修了生〕　
※指導教員への提出は７月10日（金）まで、公聴会等については別途通知

10月10日（土） 修士論文・特定課題研究論文中間発表会、博士論文研究発表会（修士２年、博
士1 ～３年）、研究学修報告会（修士１年・研究生）

10月10日（土） }鶴川祭
10月11日（日）
10月12日（月） 授業日（スポーツの日）
10月23日（金） 振替休日（10月12日）
11月２日（月） }楓門祭（11月２日は全キャンパス休講）
11月３日（火）
11月４日（水） 創立記念日（創立記念式典・全キャンパス休講）
11月14日（土） }多摩祭
11月15日（日）
11月19日（木） 振替休日（11月23日）
11月23日（月） 授業日（勤労感謝の日）
12月27日（日） }冬季休業

令和９年 1 月 5 日（火）
1 月 6 日（水） 授業開始
１月30日（土） 秋期授業終了（1月15日（金）、27日（水）～29日（金）補講日）
1 月30日（土） 修士論文・特定課題研究論文提出締切、研究生研究報告書提出締切（15：00まで）
2 月６日（土） 令和９（2027）年度Ⅱ期入学試験
2 月13日（土） 修士論文・特定課題研究論文審査会（最終口述試験）

３月５日（金） 博士論文提出締切（15：00まで）〔令和９年度９月修了生〕　
※指導教員への提出は１月９日（土）まで、公聴会等については別途通知

3 月７日（日） 令和９（2027）年度Ⅲ期入学試験
3 月19日（金） 学位記事前交付日
3 月20日（土） ３月修了式
3 月31日（水） 学年終了


